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おわりに

は じめ に

最近の日本における ｢朗読ブーム｣のなかで考えさせられたのが､日本とそれ以外の国々におけ

る ｢文学｣概念のちがいである｡現代の日本における文学の受容のされ方は､もっぱら黙読による｡

朗読の機会がすくないということは､韻文の比重がひくいことともむすびついているのだろう｡

｢近代｣の特徴が ｢聴覚｣に対する ｢視覚｣の優位にあるとするなら､これは当然のことと思える

が､近代文学の本家のヨーロッパをふくめたおおくの文学では､̀hterattue'ということばの意味にか

かわらず､韻文と朗読の伝統がよくのこっている｡日本での ｢朗読ブーム｣の危険性を指摘する議

論は､｢教育勅語｣などの暗唱教育が戦前のナショナリズムをささえる要素のひとつとなっていた

という文脈において理解できるし､あとでのべるようにモンゴルのナショナリズムにも共通する危

険性がある｡しかし､日本の詩の ｢近代化｣においてうしなったものについても考えざるをえない｡

韻文は､韻律､押韻､拍(モーラ)数など形式の制限があってこそ韻文といえる｡俳句､短歌が ｢伝

統｣のなかにおしこめられる一方で､現代詩はどれだけ韻文といえるだろうか｡韻文という形式の

制約をうしなった現代詩は､現代の日本でどれだけ読者(あるいは朗読者)をひきつける力をもって

いるだろうか｡

この意味で､モンゴル文学は ｢国際標準｣にちかい｡詩人は､小説家より一段とたかい価値をみ

とめられているし､詩は朗読されるためにあるといってよい｡それに､モンゴルの耕文はヨーロッ
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パの韻文とおなじく､韻律､押韻をもつ｡これは､モンゴル語が､ヨーロッパのおおくの言語とお

なじく､強弱アクセントをもつ言語であることがひとつの理由である｡今日モンゴルの若者のおお

くがラップを支持し､たくさんの人気グループがうまれているのも､この音詩的特徴とそこからう

まれる韻文の伝統がその基盤にあるからといえる｡かれらのカウンター ･カルチャー的ファッショ

ンや挑発的スタイヤレにもかかわらず､ラップの歌詞は伝統的な韻文の制約にしたがっている｡歌詞

の韻律､押韻が､強いビー トをきざむ｡モンゴルにおけるラップの流行は､もちろん単にモンゴル

語の言語的特徴によるのではないし､まず現在のモンゴルが世界のなかにおかれている従属的状況

やモンゴル社会内部の状況を反映した社会現象として考察することが必要であろう｡いずれにしろ､

モンゴルの文学においては､日本と比較して､韻文と朗読の比重がおおきいということを指摘して

おこう｡

この小論は､そのようなモンゴル文学における韻文と朗読重視をふくむ特徴を､文学作品のなか

だけにもとめるのではなく､社会的藷場面において ｢鍛錬｣される文学的素養のありかたにもとめ

ようとするものである｡そして､それとナショナリズムとの関係を考察する｡

本論では､そのような鍛錬とその結果としての身体化した文学的素養のありかたを､｢修練｣と

よぶことにする｡｢修練｣という語は､d̀sdp血e'を念頭においている｡ 血̀sdp血e'の意味は､その訳

語のひとつである ｢学問の諸分野｣によくあらわれている｡学問の諸分野もそれぞれの ｢修練｣に

よってうけつがれていく｡たとえば､｢由緒正しい｣東洋学(オリエンタリズム)には､テキストの
ア-′レ

解読､注釈､操作の習得にともなう特異な ｢修練｣が存在する｡学問の技法は､まさにこの ｢修

練｣によって伝達されるのである｡学問自体も､おおよそ､直接的でないにしろ身体にきざまれる

｢修練｣の結果としてのエー トスによって価値をあたえられ､存続するといえる｡アカデミックな

制度において再生産される文化資本の価値の源泉は､いうまでもなく暴力としての国家権力である｡

この小論でもちいる ｢修練｣とは､もちろん､制度として確立した学校システムのなかでの ｢修

練｣にとどまらず､身体的な懲罰を究極的に連想させる身体のふるまいに対する規制と､それが(∫

･バ ドラ-ならぬジュディス ･バ トラーがいうところの)｢表面｣に書き込まれた身体､つまりそ

の規制をうけいれた身体のありかたをさすこととする｡

｢修練｣は､身体のふるまいにおけるトークンとして反復的に観察されるが､規制をうみだす制

度の構造の縮像ではなく､現実の人と人との相互行為によってきざまれる ｢身体｣ の一部である｡

それは ｢痕跡｣のようなもので､プルデューにおけるハビトクスのように構造化されているかどう

かはわからないが､ただ ｢構造化する構造｣としてのハビトクスのように､痕跡にそってふるまい

はくりかえされ､さらにその痕跡をふかめていく｡したがって､｢修練｣は身についた時点で終了

するのではない｡

モンゴルの文学における韻文の優位､朗読の重視といった特徴をふくめた ｢修練｣とそのナショ

ナリズムとの関係を考えるうえで､本論で登場してもらうのが､詩人､作詞家､翻訳家であり､モ

ンゴル伝統音楽の研究者でもあったJ･バ ドラーである｡
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1.素養としての文学の修練

J･バ ドラ-(1926-1993)は､1926年3月21日､現在のフブスグル ･アイマグ､アルポラグ･ソム

に､革命以前の知織人階層であったビチェ-チ(役所の記録係､書記)ジャムツの息子として生まれ

た｡父ジャムツはのちに粛清されている.バ ドラーと出身地がおなじ東京外国語大学客員教授フレ

ルバータル氏によれば､バ ドラーの母は､20世紀はじめモンゴルで宗教的のみならず政治的にも非

常に重要な役割をはたしたジャルハンズ ･ホ トクト(活仏)のちかい血縁の人､たぶん妹であったと

いう｡ビチェ-チの息子としての家庭教育とともに､1930年代当時はひとびとのあいだにまだこど

もを近代化の象徴である学校にやりたくない空気があったせいだろう～10才をすぎてから直接5年

生にあがった1)｡

実際にかれのうけた家庭教育という ｢修練｣がどのようなものであったかはわからないが､モン

ゴル古典文学の素養があったことはたしかであろう｡そのなかで､仏教鋭話などとならんで･やは

り仏教教理にもとづく教訓詩など､そのおおきな部分を韻文が占めていたにちがいない｡素養の延

長線上には､括仏ノヨン･ホ トクト･ダンザン･ラブジャーなどの恋愛詩もふくまれていたであろ

う｡モンゴルの仏教は､療教をまずは表看板とするチベット仏教ゲルク派が中心だが､パ ドマサン

バヴァ崇拝など密教的要素もつよくみられる｡カギュ一派だったといわれているラブジャーの恋愛

詩のように男女の恋愛を仏教の真理の追究にかさねる手法は､バ ドラーの詩作にも影響をあたえた

とかんがえられる2)｡その例をつぎの詩にみることができよう｡

『チャンダマニ ･エルデネ(如意宝珠)』(EaJtPaa1989)(曲N･ジャンツアンノロブ)

見つめる瞳にきらめく､君は月

高鳴る胸に光をしみこます｡

熱き血をたぎらす君の美しさは

碧玉の輝きを奪う星のよう｡

ハンガイ ･ゴビを魅了する君のやさしさは

岩をも融かす魔法のよう｡

広き宇宙をめぐる､君は太陽

はりつめた胸を輝きできよめる｡

ふくらむ心をゆさぶる君の美しさは

はるかかなたを引き寄せる投げ縄のよう｡

世界をよろこぼす君の気性は

地を燃えあがらす熱気のよう｡

花咲く原に並び馬を駆け

心地良き風のうなりを奏でる｡

ツェンケル川の早瀬に二人の歌声は

大きな波を色どり流れる｡

白き嶺の頂に二人の調べは
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間近にこだまを響かせる｡

きつく張った馬頭琴の弦よ

調べをしっかりあわせ奏でよう｡

君とぼくをめぐりあわせたこの歌よ

旋律を高らかにひびかせ歌おう｡

すべての理想をそなえた如意宝珠の君よ

なによりまさる愛を与えたまえ｡

この詩の構成は､恋愛の対象である相手を仏教のシンボルである如意宝珠にたとえるほか､最初

の2連のはじめの行に月と太陽を配するところなど､画面の上部左右に月と太陽を配する仏教画の

構図にも似ている｡

彼の詩は､朗読というより曲がつけられ歌われることが前操であったようである｡実際､彼の創

作したほとんどの詩には曲がつけられるか､あるいはすでにあった曲につけられた詩であり､その

おおくがいまでも歌われている｡バ ドラーほどでないにしろ､ほかの詩人でも詩を歌にするケース

は､日本よりずっとおおい｡モンゴルでも､歌詞と詩の区別は､曲''aR''に対して歌詞を(歌の)｢言

葉｣"Yr"というように､一応の区分はあるのだが､歌詞が''Ⅲ叩3r''｢詩｣ とよばれることもおおく､
作詞家と詩人の職能の区別も明確でない3)｡

詩が朗読や歌われることを前提に作られるという､モンゴル文学の ｢修練｣におけるこういった

パフォーマンスとのむすびつきのおおききを考えるには､牧畜の作業や､牧畜民社会のさまざまな

｢儀礼｣からみていく必要があるとおもう｡20世紀前半の人口のほとんどは､牧畜民であった｡ま
たバ ドラーの父がビチェ-チであったにしろ､家畜をもっていなかったことは､考えられない｡当

時のほとんどの職業は､牧畜との兼業であったからである｡バドラーも牧畜の作業におさないころ

から参加していたはずである｡

かけ声は､牧畜の作業になくてはならない重要な家畜統御の手段であり､牧畜民のこどもたちは､

はやくからこれを身につける｡かけ声は､時間的空間的にその場にない ｢なにか｣を意味するので

はなく､発声する行為それ自体にその機能がある｡これと同様に､｢あいさつ｣も､なにかを描写

したり伝達するのではなく､発話行為それ自体に機能のあるパフォーマティプな言語使用であるが､

かけ声は直接生業とむすびついている4)｡かけ声や歯笛ができなければ､家畜の統御はできないと

いってよい｡もちろんここで問題なのは､｢かけ声｣それ自体ではなく､発声によって何かに働き

かけようとする身体のありかたであるところの ｢修練｣である｡

それに､モンゴルで歌を歌うことは､一人前の社会人として ｢身につけるべき教養｣である｡モ

ンゴルでのめでたい儀礼は､宴と歌とともに進行する5)｡それは､子供の断髪式や結婚式といった

社会-のイニシエーションの儀式であり､日本のカラオケや宴会芸のレパートリーとはおのずとそ

の重みがちがう｡その進行に参与するという意味で､歌の素養は重要な ｢修練｣なのである｡

-6-

2.社会主義時代一服従と反抗-

バ ドラーは､1945-1946年にオラーンバークル師範学校の物理 ･数学科6)で学び､1950年にはモ

ンゴル国立大学の言語文学科を卒業している｡卒業後は､モンゴル ･ラジオに勤務し､モスクワに

研修に行って帰ってくると､モンゴル初の音楽プロデューサーとして､それまで同時放送だけだっ

た放送形態に録音放送を導入するなどの業績をのこしている｡

極端な民族主義者としての汚名を着せられ不遇の時期がはじまったのは､1959年にヒンディー静

の勉強のため､インドに留学してからである｡当時モンゴルからの留学生はバ ドラーをふくめ3人

いた｡彼らが英語も勉強したいというのを当時の大使シャグダルスレンは反対したが､留学生たち

は個人教師をたのんで勉強をはじめた｡それを聞いた大使は憤慨し刀､民族主義者として有名なB

･リンチェンに薫陶を受けたことを知っていたからであったろう､バドラーを民族主義者と非難し

はじめたという｡バ ドラーは翌年1960年に帰国する｡

帰国後は､民族主義者のうわさがひろがったためか､インド留学に見合う職はみつからず､結局

古巣のモンゴル･ラジオにもどった｡そこで当時のラジオ委員会委員長ソドノムドルジを党細胞の

会議の席で叱責したことから､1961年ホブドに左遷されることになった｡

ホブドでは10年制学校の教師をすることになっていたらしいが､教職からはなれて久しいとバド

ラーが難色をしめしたので､アイマグの教育局所属の教育指導所(CypraHXYMYYXYYJI3XyXaaHLI

Ka6HHeT)ではたらくことになる｡バ ドラーは､そこでモンゴル語､文学､歴史の授業プログラムを

分析し､各学校に助言を作成して配布した｡

オラーンバータルの師範学校でともに学び､奇しくもバ ドラーがはたらくことになった教育指導

所の当時の所長であったA･ダルハジャブ氏(1926-)によると､バドラーはかぎタバコを一日に何

度もかぎ､仕事以外の日にはモンゴル服で知人を訪問していたという｡バ ドラーのこのようなすが

たふるまいにとくに言及するところを見ると､知識人が､かぎタバコを愛用し､ホブドの町なかで､

とくに儀礼にでるためでもないのに､モンゴル服を着て歩くというのは､60年代はじめであっても

目をひくすがただったらしい｡

｢民族主義者｣というのは､あたらしい文化の伝道者であるべき知識人が､このようなふるい

｢身についた｣習慣(｢修練｣)をすてずにいること-の､違和感と非難を表現したレッテルなのであ

った｡

ダルハジャブ氏によると､バ ドラーは冗散で､｢おまえも､おれと同じように､ふるい時代の民

族主義にかぶれて､仕事を追われるかもしれないぞ｣とよく話していたという｡バ ドラーは､ホブ

ドには6ケ月ほどいてからだを悪くし､11月ごろウランバートルにもどったという｡ホブドでは､ホ

ブド劇場の演出家ノルソンジャブとずっと同居し､さまざまなエスニックのひとびとと会った｡こ

れがのちにモンゴル伝統音楽の研究をするうえにおおいに役立ったという｡

それから1972年までのバ ドラーは､雑誌 『ソ連邦』の翻訳者､モンゴル国立大学の教師などを勤

めるが､職場でなにか批判すると民族主義者よばわりされ､職についてはくびになるという具合だ

った｡

このように不遇な時代がつづいたバドラーだが､一方で党や社会主義をたたえる詩もたくさん作
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っている｡たとえば､つぎのような詩である｡

『レーニン先生』(E叫paa1970)(曲D･ロプサンシャラブ)

この世のすべてを色鮮やかに照らし出す

素晴らしき太陽の恩恵よ ホ一

. ゲルの上座にまつれば運気を高め

子孫まで恩にあずかるレーニン先生よ｡

比類なき学識をそなえた偉大なる太陽よ ホ- ホ- ホ-

運命の厚い扉に鍵をさしこみ

虐げられし人々の目を開いた ホ-

その教えは､法となり

きっと永遠に輝くレーニン先生よ｡

胎部洲の期待の星よ ホ- ホ- ホ-

曲がりくねる峠の道を上に下にとどまらず

走りぬけたモンゴル国よ ホ-

闘争的かつ英雄的精神で

全世界を教え啓いたレーニン先生よ｡

常勝の象徴の軍旗よ ホ- ホ- ホ-

広き世界が心ふくらます世紀のむこう

はるかかなたを映し出す鏡よ ホ-

由緒正しき歌の調べにあわせ

家運をたかめるレーニン先生.よ｡

ありがたき永遠の金星よ ホ- ホ- ホ-

レーニンをたたえながら､｢赫部洲｣ などの仏教用語をつかい､モンゴル簿で釈迦を ｢仏先生｣

とよぶように､レーニンを ｢レーニン先生｣とよぶこの詩は､仏教画の構図の中に仏のかわりにレ

ーニンをおいた画家シャラブのレーニン像を連想させる｡こうして日本語に訳してみると､社会主

義をこのようなやりかたでパロディー化しようという意図があったのでは?という疑問もわいてき

てしまうほどだが､モンゴル社会では､仏教用語は日常のことばとして不自然でないぐらいになじ

んでいたのかもしれない｡それに､バ ドラーが意識的だったかどうかはわからないが､レーニン

｢信仰｣布教のために､仏教の枠組みが利用されたともみることができるだろう｡

たぶん､ひとがなにかをする動機をことばで明確に表現できるケースはすくないだろう｡ひとつ

には､ひとは頭で計算づくでなく身についた ｢修練｣によって行為するからである｡また､なにか

動機があったとしても､人間という存在はさまざまな関係性の結節点であるから､さまざまな動機

を同時にもちえるからである｡バ ドラーの場合も､社会主義をほんとうに信奉していたという面も

あるだろうし､党を賛美して職につきたいという気持ちもあったろう｡自分が慣れ親しんだ表現方

法をつかったという面もあるのだろう｡
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バ ドラーに不遇な時期があったことから､社会主義に対して批判的な人間だったというモンゴル

人もいるが､それはまちがいだ｡彼も､ほかのおおくの知識人と同様､社会主義の理想を信じてい

ただろうし8)-そうでなかったら党や社会主義賛美の詩をあれだけ書くことはなかったろうー､し

かし同時に自分に ｢修練｣というより ｢試練｣をもたらす実際の社会のあり方に不満をもっていた

のも確かであろう｡また父が粛清されたことへのわだかまりもあったはずだ｡それらは､一見矛盾

のようにみえて実は共存可能なのだ｡バ ドラーは､党や社会主義に対して､忠実であり追従もし､

同時に反抗もしていたのだと考えられるあらゆる､しかし強度の異なる可能性の総和としてとらえ

なければならない｡われわれは､未来を予測するのと同じように過去もまた遡及的に予測すること

しかできないからだ｡

社会主義化という近代化をめざすこの時期のモンゴルにおいて､バドラーは､世代を超えてうけ

っがれ､｢身についた｣習慣をすてずにいた｡古いものは価値がなく新しいものにおきかえようと

いう ｢進歩｣の時代において､リンチェンなどからうけたモンゴル歴史 ･文学 ･宗教の薫陶つまり

｢修練｣は､｢古きもの｣の価値をみとめ､それ-の愛着を肯定した｡まさにそのことによって

｢迫害｣されたのである｡

3.歌うナショナリズム

バドラーの人生に転機がおとずれたのは､80年代になってからである｡

1972年以降は､科学情報センターに学術翻訳者の職をえて､バドラーの生活も安定した｡また

｢民族主義者｣というレッテル張りも以前よりはすくなくなったという｡D･マイダルの建築に関

する一連の著作を手伝うなどもしている｡そして､1976年からはモンゴル作曲家同盟に勤務し､や

っと自分が興味をもつ民俗音楽の研究にうちこめるようになった｡

モンゴル民俗音楽に対するバ ドラーのおおきな功績のひとつが､1983年に第 1回が開催された

｢全国民間伝統芸能祭｣の発案 ･企画である｡

ここで ｢伝統｣ と訳した 兄̀3ryyP'とは､英語の r̀oot'､ òrigin'を意味するから､ 虞̀3ryyPyPJTar'は､

直訳すれば ｢根っこの芸術｣という意味になる｡この語の発案者はバドラ-自身である｡1982年の

手稿で彼は､｢民衆の芸術作品は､社会の歴史的な発展にしたがい変化し､必ずなんらかの革新を

受け入れているものではあるが､近代になされた革新にくらべ､より多く伝統的で淘汰された要素

が残されているものを 『民間伝統芸能』と特に呼ぶ｣と説明し､｢英語では `̀authemiCfoucart''にあ

たるであろう｣としている(EaRPaa1998:31)｡つまり､彼によって伝統芸能の r真正性｣という概

念がモンゴルに導入されたのである｡

モンゴルは､急速な近代化と都市化によって､1979年には都市人口が全人口の2分の1を上回っ

ていた｡1982年当時党中央委員会職員であった作曲家ジャンツァンノロブは､師事するバドラーの

意を受けて､このような社会変化によって ｢伝統芸能｣が消滅の危機に瀕していると党中央委員会

に訴え､｢全国民間伝統芸能祭｣が開催されることになった(Xa叫aXHOPO81996:156)｡

それ以前の ｢芸能軌 のありかたは､たとえばアーミー9)でヨーロッパ古典音楽のメロディーを

ぅたうといった､内容においては ｢国際主義的｣形式においては ｢民族的｣10)であるような ｢新し
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い｣民族文化を創造する舞台であった｡そのような時代は､未来-の希望にあふれていた社会主義

の熱き建設期とともにおわりをつげ､｢古き･真正な伝統｣がその価値を認められる時代になって

いた｡モンゴル人にとって所与のものであった｢伝統文化｣は､彼ら自身にとっても､もう一度見つ

めなおさなければならない何か､守らなければならない何かに変わっていたのである｡

それは､バ ドラーの時代であった｡ラジオというメディアがモンゴルに十分普及していたことも､

バ ドラーに活躍の場をあたえる条件となった｡彼がラジオの音楽プロデューサーであったこと､彼

の専門が民俗音楽だったこともあるが､なにより彼自身のつくった歌がラジオで何度も流れたから

である｡

そのなかで､今でもひとびとの間でもっとも歌われているのは､つぎの歌であろう｡

『熱き身内のわが故郷』(1961)(曲Ts･ナムスライジャブ)
身休の内よりむすばれた

愛するわが故郷モンゴル

父母の運命でむすばれた

わが至宝の金のゆりかご

花咲かせるめぐみの

春がやってくれば

川はせせらぎ歌い

白き嶺々は笑いかける

涼しき風がやさしく

頬をなで吹き

こころのなかまで清めてくれる

勲き身内のわが故郷

この歌の重要な点は､モンゴルという国家と自分との関係を親子の血のつながりで表象するモン

ゴル最初の詩であったというところにある｡それ以前に民謡にも母のすがたと故郷の風景をかさね

あわす修辞はあったが､それをモンゴルという国にむすびつけたのは､彼がはじめてであった｡こ

の歌は､その発表年代から､バ ドラーの留学中にモンゴルを外からみて作られたと想像される｡

この歌以降､モンゴルという国を父母とくに母にかさねあわす歌詞の歌が数おおくうまれた｡と

くに､『わが母』(A･ダンディー-ヤダム詞､E･チョイドグ曲)は典型的だ｡ヽ

乳の匂いのしみ込んだ

私が髪を切らない幼いころ

懐かしい子守り歌のメロディーを

やさしく歌ってくれた

私の母は素晴らしい母

絹のように柔らかな母

間違ったことには厳しい母
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老いてもなお元気な母

息子を一人前にと

私を育てるため

季節の節目ごとに

乳を撒いて祈った母

繰り返し

どんな息子を産んだのか

お母さん､見てください

どんな人間になったのか

母国よ､見てください

繰り返し

ここには､自分を育ててくれた母の恩が歌われている.やさしいが間違ったことには厳しいとい

う母のイメージは､モンゴルの母の理想像である.重要なのは､最後の節の2､4行目で､｢母｣ と

｢母乳 11)がパラレルに置かれていることだ.上のような母のイメージが母国モンゴルにも重ねら

れている｡

このレトリックは､日本語や中国語の ｢母国｣にも､ロシアの ｢母なるロシア｣にも共通するも

のだが､なにしろモンゴルには母を歌った歌がおおい.宴で歌われるおおくが母の歌であるし､ロ

ックバンドは一回のコンサー トで何曲も母の歌をうたうu)｡

くりかえし歌われる歌のなかで､国のイメージは女性としてとらえられ､犯されるかもしれない

その肉体は侵されてはならない国境に重ねあわされる｡現在でも ｢不可侵の国境｣ というスローガ

ンは､毎年何回も登場する国民統合の重要なアイテムである.そして､その女性は､男性としてイ

メージされる国民に対しては､｢息子｣ を生み育ててくれた母となる｡

社会主義時代に押さえつけられていたが1990年代以降 ｢復活した｣ といわれる ｢民族主義｣とい

われる現象は､このように社会主義時代につくられたイメージ換作の装置によって発生する情動で

あり､また社会主義時代に形成された､国境という国民国家に本質的な物理的境界を前提している

ことからも､｢復活した｣のではなく､社会主義時代につくられたのである｡

このような ｢民族主義｣は､｢政治単位に民族単位を一致させようとする｣性格をもち､国境の

外に対しては排除､国境の内に対しては同化の強制と同化しないものに対する排除をおこなう13)｡

その形成には､マスメディア､学校制度などといった国民国家の装置がおおきく関与する｡それは､

｢愛国主義｣｢排他主義｣｢国民主義｣ と訳せる ｢ナショナリズム｣なのであって､スターリンがロ

シアで大祖国戦争において利用したように､ソ連にも利用され14)､そして統御されてきた｡1990年

代以降の ｢民族主義の複軌 は､そのタガが外れただけなのである｡

もちろん､20世紀はじめにも､すべてのモンゴル人の国家を作ろうとする､｢民族的単位に政治

的単位を一致させようとする運動｣ という意味での民族主義､つまり ｢汎モンゴル主義｣も存在し

た｡しかし､そもそも当時はむしろ清朝時代の行政単位である旗ごとのアイデンティティがずっと
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つよく､モンゴル人という単位をイメージできる人間はいたとしてもごくかざられていたはずであ

る｡｢モンゴル人｣を ｢想像させる｣出版などのメディアも発達していなかったし､チンギス崇拝

がその役割を果たしていたとしても､その血を引く貴族以外の層にどれだけ浸透していたか疑問で

ある｡

また､宗教をはじめ身についた愛着のある習慣を侵害されたという感情もいつの時代にも存在す

るだろう｡問題なのは､そのような感情を選択し､増幅し､方向づけ､動員する制度的な装置であ

る｡

1999年､バ ドラーの 『熱き身内のわが故郷』は､｢世紀をリードした歌｣に運ばれた｡それをき

っかけに､彫刻家オトゴンバヤルら数名の若者が､バ ドラーの息子バグル-オーガン､この歌の作

曲者ナムスライジャブの息子ブテンバヤルの協力をうけ､オラーンバークル市長のM･エン-ボル

ドに働きかけ､外務省酉の大通りの歩道に面した場所に土地を得て､この歌を記念した碑がたてら

れた｡この歌は現在レセプションの〆の歌として歌われることもおおい｡モンゴルの人気ロック･

グループ ｢ハランガ｣はアルバムに入れているし､｢ホル ド｣ もコンサートで歌う､まさに国民的

な歌となっている｡

民主化がはじまって15年がたとうとしているが､モンゴル国の ｢民族主義｣にたいする冷静な分

析は､モンゴル国で生まれていない15)｡バ ドラーは､たぶんこの歌を身にきざまれたものへの愛着

の表現としてつくり､それを歌う人間もみずからの国を愛する素朴な気持ちをうたっているのだろ

う｡その権利はかれらにある｡その一方で､それを歌うことで排除の情動をみずからの身にきざみ

こんでもいる16)｡

ある特定の階層に偏在する文章作成の ｢修練｣が文化資本になるかどうかと､ナショナリズムは

おおきくかかわっている｡｢言語｣が ｢民族｣の重要な要素となるのはそのためである｡国家は資

本再生産の制度維持をはかる一方で､｢修練｣の資本化が侵害される脅威を言い立て､国民統合に

利用しようとする｡一般に､ナショナリズムは､｢修練｣が資源に､さらには資本になるか､ある

いは無価値なものになるかをめぐる闘争ということができよう｡

お わ りに

日本では､モンゴル国の ｢民族主義｣に対して､あまりにも素朴な見方がおおい｡｢モンゴル民

族｣という主体を無条件に､本質的に立ち上げ､それを ｢圧迫｣された民族の解放という物語におし

こめるこどがいまでもふつうにおこなわれている｡民族主義の r復活｣ というのもそのひとつだ1の｡

たしかに､そういった見方は､それまでのモンゴル人民共和国を単なるソ連の塊偏とみる見方に対

抗し､あたらしいモンゴル像をつくったと評価できる｡また､それによって､日本人の読者がモン

ゴルに感情移入をする回路をあたえた｡

しかし､その誇り口を検討すれば､｢モンゴル民族｣という主体が､実は筆者の自己の像を投影

した ｢男の知識人｣を仮想したものであることがあきらかになる18)｡そして､それは､90年代から

のモンゴル国における政治的 ･経済的状況を暗に肯定し､抑圧の装置として機能しえる ｢民族主

義｣ に加担することにもつながる｡
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J･バ ドラーをとりあげたのは､おなじ男の知織人をとりあげるにしても､ことなる語り口があ
ることをしめしたかったためである｡彼が民族主義者だったかどうか､民族主義をどう解釈するか

によってかわってくるし､時代によって彼の役割もかわる｡そもそも､過去のさまざまな解釈は同

時に成立するものなのだ｡

もうひとつこの小論でこころみたのは､単なる評伝としてではなく､権力と身体の関係のなかに､

バドラーをおいてみることだった｡｢修練｣ということばをもちだしたのもそのためである｡日本

のモンゴル文学に関する論文は､ともすれば事実の羅列になることがおおい｡少数ながら ｢ポスト

コロニアル風｣の論文もあるが､そのじつ書かれてあるのは ｢ポストモダン｣的な言葉の羅列にす

ぎない｡

ポスト･コロニアル的状況の根底に､｢生｣の暴力があることは､ここ数年におこった世界的な

事件により､誰の目にもあきらかになったように思われる｡言説による支配という状況認識は､む

しろそういった生の暴力を否定し､言祝での支配のずらしをねらう宣言ともとれるが､｢言説の外

にはなにもない｣ ということは､その宣言自体の契機が生の暴力であることをかくすことになる｡

｢修練｣は､言説によっても ｢身体｣にきざまれる｡それは､言説が ｢暴力の代用｣ として機能す

ることを示唆しているのだが､それが可能なのは直接の暴力が言説のなかに可能性として示唆され

ているからである｡

〔注〕

1)バドラーの略歴は､彼の妻からの聞き書きを中心とするモンゴル国立大学D･ダグワドルジ先生によ

る覚書の手稿u aMyb'fL血 6paazuGtJ叩北戚 Aa朗 aX,2003.ms.)､同じくOtoytI6aT2002による｡
2)Xyp3刀6am p(2003)は､バドラーの詩が仏教の韻律論にそったモンゴルの韻文の伝統のうえにつくられ

ていることを説得的に論じている｡また､密教教義と恋愛詩作との関係は､モンゴルだけの特徴では

なく､ニンマ派出身のダライラマ六世の詩作の事跡からもうかがえる｡

3) このことは､たとえば英語詩におけるジョン･レノンの詩のあっかわれかたを考えると､日本が特異な

のだろう｡

4)上村 1999,pp.37-50参照｡

5)上村 1996,1997,pp.52160参照｡

6)師範学校での情報は､人によってことなる｡モンゴル語､文学､歴史の課程を1947年に卒業したとい

う情報もある｡

7)英語は､西側資本主義国のことばであった｡

8)バドラーは､1948年に人民革命党に入党し､1969年のモンゴル作家同盟40周年にモンゴル革命青年同

盟からr勤労青年｣金メダルを受井している｡

9)低いドローンと高いメロディーを同時に発声する歌唱法｡r喉歌｣(Th atSin由ng)の一種｡

10) ｢革命的内容J と｢民族的形式｣というスターリン･テーゼの焼き直しである｡

ll)モンゴル詩で r祖国｣は､｢エ-･オロン｣つまり｢母･国｣である｡これは､もともと"mo血edand''

と同じように生まれ故郷を意味するが､現代のモンゴル国では､ほとんどの歩合､国としてのモンゴ

ル国を意味してつかわれる｡｢エ-･オロンチ｣は ｢愛国者｣である｡モンゴル国で､国家としてのモ

ンゴルに ｢父｣のメタファーが使われることは､ほとんどない｡

12)モンゴルで､体制に対する反抗の歌詞を歌うのは ｢ニスワニス｣というバンドだけだ｡

13)90年代からのカザフ人の排斥運動などがあげられる｡

14)たとえば､第2次世界大戦中､戦意高揚のため製作された映画 『ツオグト･タイジ』を例としてあげる
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ことができよう｡

15)モンゴル国外でも､内モンゴル出身のB血g1998以外数すくない｡

16)外国人として私はその情動が物理的な力となってみずからの身にふりかかりそうになるのを何度も体

験している｡

17)中見(2001,2004)も90年代以降の r民族主義の復活｣を否定しているが､まったく違う意味においてで

ある｡彼は､モンゴル人民共和国においては r国民Jではなく r人民｣の形成がめざされ､90*代以

降になってやっと ｢国民｣の形成がはじまったとする｡これは､モンゴル人民共和国を､｢人民｣ とい

う漢語のもつ(大陸での)｢階級的｣意味を強調することによって､｢国民｣と相反するものととらえた

こと､モンゴル人民共和国に ｢うらざられたJ内モンゴル知織人男性メルセの目を通じて解釈したこ

とによる誤りといえよう｡モンゴル人民共和国の r人民Jにあたるモンゴル語の一apd は､p̀eople'や

ロシア簿の一TtaPOdにあてた藩である｡ヨーロッパのおおくの国では､あるいはすくなくともナショナ

リズムの初期のバージョンでは､｢国民｣ を形成するべきだと考えられたのは､r人民｣や ｢平民大

衆Jであった｡モンゴル人民共和国が､それが上からのナショナリズムであったとしても､ヨーロッ

パの ｢国民｣国家のソビエト版をめざすものであったことは疑いがない｡

18)もっとも典型的な例として､田中克彦(1973)のダンパドルジ､同じく(1992)バダムハタンがあげられ

る｡
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〔付 記〕

この論文は､2003年にモンゴル文学紹介の一般向け書籍のために書かれたが･諸般の事情により掲載さ

れず､現在に至るまで未発表のままだった.今回の投稿にあたっては､若干の注(最後の2つ)を加え､字句

の誤りを正し､モンゴル語のローマ字表記をキリル文字表記に直したほかは､初稿のままである｡

2003年から2006年の間に､バ ドラ-関連の著作が何冊か出版されているが､本稿には反映されていない｡

例えば､JI.Xyp3m6a-p,2005･Jay,叩 b.～RZW 3amCm･Yt;･には､バドラーの詩作について1章が割かれて
いる｡また､R S叩 aa,2005･批 J" 7tLtRPHa･yS･臥 ′叩 ラーによる歌手Ⅹ･Eop糊 ama-のインタビュ

を作曲家H.Xa叫amOpOBが録音テープからおこして本にまとめたものである｡また､R BaDpaa･2005･Abbb'"
6hnzLZ叩 (桝blOHbC･yS･は･雑誌に掲載されたり未公刊であった論文やエッセイを1冊にまとめたものであ

る｡さらに､R Sanpaa,2006･Xa" an2,～ TOm LZe〟u約･yS･臥 バドラ-作詞の歌曲をあっめたものである｡

2006年3月23日には､モンゴル科学アカデミー言語文学研究所､モンゴル国立大学モンゴル語 ･文化学部

共催で､･̀MoHrOmynCLmCOemLItHa払朋T3Y-JrT3H･aPAum 6- 日Y恥 叩yy HaApam XaM耶 SaJtPaan血

3CtDCHd 80Ⅹ紺地 o軸130PHymCan3PJDMⅡ- Um td xypad,が開かれた｡この学会の発表論文 ･回想を

まとめたJI.Xyp3m6a-p(cd･),2006･Ap∂bt"如 u23yれ 卿 γ 〃OGpLZZV- bfH血dpaa･YS･には､′叩 ラーが

ィンドから帰国することになった事情が食事が合わなかったためらしいことや(A r3- H6apaMの回想)､ジ

ャルハンズ ･ホトクトとの血縁関係が r母方の祖父の･EYY･｣(p･219)であることなどが述べられている｡
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